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本
院
で
の
高
度
先
進
医
療
の
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭
和
六
十
年
九
月
二
十
一
日
付
け

で
全
国
病
院
長
会
議
（
常
置
委
員

会
）
よ
り
高
度
先
進
医
療
に
つ
い

て
の
照
会
が
あ
り
、
本
院
は
第
三

内
科
よ
且
①
レ
ー
ザ
ー
光
線
照
射
療

法
②
経
皮
的
胆
石
砕
石
術
③
内
視

鏡
的
乳
頭
切
開
術
④
内
視
鏡
的
超

音
波
診
断
⑤
内
視
鏡
的
食
道
静
脈

瘤
塞
栓
術
⑥
内
視
鏡
的
人
工
食
道

挿
管
術
の
計
六
件
、
泌
尿
器
科
よ
り

①
経
尿
道
的
尿
管
砕
石
術
②
経
皮

的
尿
路
結
石
除
去
術
の
計
二
件
、
麻

酔
科
よ
り
①
癌
の
温
熱
療
法
②
経

皮
的
神
経
通
電
刺
激
療
法
③
難
治

性
癌
痛
に
対
す
る
硬
膜
外
電
気
刺

激
の
計
三
件
、
小
児
科
よ
り
①
抗
ア

ル
フ
ァ
フ
ェ
ト
プ
ロ
テ
イ
ン
抗
体

に
よ
る
癌
の
ミ
サ
イ
ル
療
法
②
Ｌ

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｈ
間
歌
注
射
の
計
二
件
、

産
科
婦
人
科
よ
り
①
体
外
受
精
胚

移
植
一
件
、
合
計
十
四
件
の
回
答

を
い
た
し
ま
し
た
。

病
院
長
会
議
で
整
理
が
行
わ
れ

第
三
内
科
の
①
②
④
、
泌
尿
器
科

の
①
②
、
麻
酔
科
の
（
凹
凹
⑤
の
計

八
件
が
認
め
ら
れ
た
が
そ
の
後
厚

生
省
と
非
公
式
の
協
議
の
結
果
第

三
内
科
の
①
伺
三
④
、
泌
尿
器
科
の

①
②
、
麻
酔
科
の
①
③
の
計
七
件

は
申
請
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
云

う
こ
と
と
な
っ
た
。

本
年
四
月
の
健
康
保
険
法
の
改

正
に
よ
り
第
三
内
科
の
レ
ー
ザ
ー

光
射
照
射
療
法
の
う
ち
消
化
器
ポ

リ
ー
プ
及
び
胃
潰
瘍
に
つ
い
て
は

保
険
適
用
、
そ
の
他
は
高
度
先
進

医
療
と
な
り
、
さ
ら
に
経
皮
的
胆

石
砕
石
術
、
泌
尿
器
科
の
経
尿
道

的
尿
管
砕
石
術
及
び
経
皮
的
尿
路

結
石
除
去
術
も
本
年
四
月
か
ら
保

険
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
〕

最
終
的
に
は
本
院
分
で
常
置
委
員

会
に
申
し
出
た
な
か
で
第
三
内
科

の
内
視
鏡
的
超
音
波
診
断
、
麻
酔

科
の
癌
の
温
熱
療
法
・
難
治
性
癌

痛
に
対
す
る
硬
膜
外
電
気
刺
激
療

法
の
三
件
が
高
度
先
進
医
療
と
し

て
厚
生
省
に
申
し
出
れ
ば
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
上
述
以
外

で
も
高
度
先
進
医
療
と
な
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
申
請
で
き
ま
す
し
、

特
定
承
認
保
険
医
療
機
関
と
し
て

の
条
件
は
す
べ
て
み
た
し
て
お
り

ま
す
の
で
申
請
の
際
に
は
医
事
課

に
ご
相
談
願
い
ま
す
。

な
お
保
険
の
準
用
及
び
拡
大
等

が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
と
高
度

先
進
医
療
と
の
谷
間
に
あ
る
よ
う

な
手
術
及
び
検
査
等
を
行
う
場
合

に
は
事
前
に
医
事
課
へ
ご
連
絡
願

い
ま
す
。

（
医
事
課
専
門
職
員
横
浜
満
）

題字は吉岡前病院長
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▼
事
務
局
○
内
は
旧
官
職

事
務
局
長
高
梨
正
昭

（
弘
前
大
学
経
理
部
長
）

業
務
部
長
鈴
木
昭
二

（
新
潟
大
学
医
学
部

附
属
病
院
総
務
課
長
）

教
務
部
長
小
椋
環

（
東
北
大
学
学
生
部

厚
生
課
長
）

会
計
課
長
鈴
木
洪
一

（
文
部
省
高
等
教
育
局

大
学
課
教
育
大
学
室

教
員
養
成
係
長
）

施
設
課
長
中
野
義
勝

（
北
海
道
教
育
大
学
施
設
課

課
長
補
佐
）

図
書
課
長
谷
内
聰

（
東
京
工
業
大
学
附
属

図
書
館
整
理
課
課
長
補
佐
）

施
設
課
課
長
補
佐
石
岡
好
孝

（
北
海
道
大
学
施
設
部

設
備
課
電
気
掛
長
）

医
事
課
課
長
補
佐
鈴
木
淳
夫

（
北
海
道
大
学
医
学
部
附
属

病
院
医
事
課
専
門
職
員
）

▼
教
宮《
昇
任
〉

第
二
内
科
講
師
渡
邊
清

第
三
内
科
講
師
岡
村
毅
與
志

〈
採
用
》

第
二
内
科
助
手
岩
島
保
法

〃
小
池
台
介

内
科
学
第
三
講
座
助
手小
野
稔

〃
鈴
木
安
名

第
三
内
科
助
手
粂
井
康
孝

整
形
外
科
助
手
末
松
典
明

皮
膚
科
学
講
座
助
手

松
本
光
博

皮
膚
科
助
手

荒
政
明

泌
尿
器
科
学
講
座
助
手岡
村
廉
晴

眼
科
講
師

吉
田
晃
敏

〃
助
手

五
十
嵐
弘
昌

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座
助
手
奥
出
芳
博

〃
金
井
直
樹

耳
鼻
咽
喉
科
助
手
金
谷
健
史

〃
北
南
和
彦

麻
酔
学
講
座
助
手
高
田
稔

〃
高
畑
治

脳
神
経
外
科
学
講
座
助
手
由
良
茂
貴

（
４
月
１
日
付
）

外
科
学
第
一
講
座
助
手高
木
勇

脳
神
経
外
科
学
講
座
助
手

相
澤
希

（
５
月
１
日
付
）

〈
辞
職
〉

第
二
内
科
講
師
大
山
公
三

ケ
菅
原
武
久

内
科
学
第
三
講
座
助
手水
島
和
雄

第
三
内
科
講
師
上
田
則
行

〃
助
手
原
田
一
道

第
一
外
科
助
手
林
秀
雄

整
形
外
科
助
手
山
下
泉

皮
膚
科
学
講
座
助
手
筒
井
眞
人

皮
膚
科
助
手
澁
谷
眞
理
子

泌
尿
器
科
学
講
座
助
手稲
垣
尚
人

眼
科
助
手

大
野
高
子

〃
藤
尾
直
樹

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座
助
手

金
関
延
幸

〃
野
市
〒
聡

耳
鼻
咽
喉
科
助
手
熊
井
恵
美

〃
長
島
泰
行

麻
酔
学
講
座
助
手
峯
田
昌
之

〃
山
本
浩
史

麻
酔
科
助
手
吉
田
博
希

（
３
月
ｎ
日
付
）

脳
神
経
外
科
助
手
貝
嶋
光
信

（
４
月
胆
日
付
）

外
科
学
第
一
講
座
助
手橘
秀
光

（
４
月
別
日
付
）

〈
配
置
換
》

第
二
内
科
助
手
↓
内
科
学
第
一
一

講
座
助
手
岩
田
光
高

麻
酔
科
助
手
↓
第
一
外
科
助
手

西
岡
洋

（
４
月
１
日
付
）

《
医
長
交
替
〉

外
来
医
長

第
二
内
科
吉
田
征
子
助
手

（
旧
菅
原
武
久
講
師
）

第
三
内
科
岡
村
毅
與
志
講
師

（
旧
上
田
則
行
講
師
）

泌
尿
器
科
有
馬
滋
助
手

（
旧
徳
中
荘
平
講
師
）

眼
科
奈
良
論
一
助
手

（
旧
小
笠
原
博
宣
助
手
）

（
４
月
１
日
付
）

病
棟
医
長

第
二
内
科
渡
邊
情
講
師

（
旧
吉
田
征
子
助
手
）

泌
尿
器
科
徳
中
荘
平
講
師

（
旧
稲
田
文
衛
講
師
）

眼
科
廣
川
博
之
助
手

（
旧
藤
尾
直
樹
助
手
）

（
４
月
１
日
付
）

脳
神
経
外
科
代
田
剛
講
師

（
旧
貝
嶋
光
信
助
手
）

（
４
月
蛆
日
付
）
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脳
の
特
定
の
部
位
に
小
さ
な

侵
襲
を
加
え
、
病
的
な
機
能
を

元
に
一
戻
そ
う
と
す
る
手
術
は
、

機
能
的
脳
外
科
と
呼
ば
れ
、
定

位
脳
手
術
は
そ
の
代
表
で
あ
る

が
、
脳
神
経
外
科
の
中
で
は
特

殊
な
狭
い
分
野
を
占
め
て
い
た

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
最
近
進
歩

し
た
治
療
法
は
、
生
来
の
神
経

機
能
の
温
存
を
指
向
し
た
も
の

が
多
く
機
能
的
脳
外
科
の
新
し

い
分
野
が
拡
が
っ
て
い
る
。

そ
の
一
、
定
位
脳
手
術
的
ア

プ
ロ
ー
チ
が
多
方
面
に
応
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
脳

深
部
病
変
の
生
検
、
徐
放
性
ぺ

癌
性
痙
痛
を
は
じ
め
と
し
て

各
種
の
難
治
性
癖
癌
患
者
が
麻

酔
科
外
来
を
訪
れ
る
が
、
こ
れ

ら
の
中
に
は
治
療
を
続
け
て
い

る
間
は
何
と
か
耐
え
ら
れ
る
が

治
療
を
中
止
す
る
と
再
び
痛
み

出
す
頑
固
な
慢
性
癌
痛
の
患
者

が
か
な
り
い
る
。
カ
ウ
ザ
ル
ギ

ー
、
陳
旧
性
庖
疹
後
神
経
痛
、

原
因
不
明
の
上
腹
部
痛
、
中
枢

性
疹
痛
、
幻
肢
痛
、
腰
背
痛
、

悪
性
腫
瘍
に
よ
る
痒
痛
な
ど
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
症
例
に
硬

膜
外
脊
髄
電
気
刺
激
法
が
極
め

て
有
効
な
こ
と
が
あ
る
。

本
法
は
硬
膜
外
腔
に
電
極
を

挿
入
し
、
体
外
か
ら
脊
髄
に
弱

い
電
気
刺
激
を
加
え
て
鎮
痛
を

は
か
る
方
法
で
あ
る
。
原
理
は

旨
の
目
色
鼻
陣
三
四
二
の
、
自
の

８
口
可
・
一
二
の
。
ｑ
で
説
明
さ
れ

る
が
明
確
で
は
な
く
多
分
に
経

験
的
な
も
の
で
あ
る
。
の
言
同
ど

ら
の
初
期
の
報
告
で
は
椎
弓
切

除
術
を
行
い
、
灌
血
的
に
脊
髄

表
面
に
電
極
を
装
着
し
た
の
で

」
。
『
、
四
一
Ｃ
Ｃ
－
巨
曰
二
ｍ
武
己
巨
一
菖
旨
。

（
□
０
ｍ
）
と
呼
ば
れ
た
が
、
や

が
て
硬
膜
外
麻
酔
の
手
技
に
よ

っ
て
電
極
が
挿
入
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
の
で
こ
巨
目
一
呉
言
巨
一
畳
目

と
呼
ば
れ
手
技
に
関
す
る
副
作

レ
ッ
ト
の
留
置
に
よ
る
抗
癌
剤

や
放
射
性
物
質
の
局
所
注
入
、

脳
内
血
腫
や
脳
膿
瘍
の
吸
引
除

去
術
、
定
位
的
レ
ー
ザ
ー
照
射

手
術
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
二
、
微
小
血
管
減
圧
術

が
顔
面
け
い
れ
ん
、
三
叉
神
経

痛
に
用
い
ら
れ
、
い
ま
ま
で
の

ブ
ロ
ッ
ク
療
法
に
と
っ
て
か
わ

り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
脳
幹
の

神
経
根
部
で
血
管
が
神
経
を
圧

迫
し
症
状
を
発
現
し
て
い
る
と

の
説
に
基
づ
き
、
そ
の
責
任
血

管
を
脇
に
は
ず
し
て
や
る
手
術

で
、
そ
の
最
大
の
利
点
は
、
本

来
の
神
経
の
機
能
を
正
常
に
保

用
も
箸
減
し
た
。
メ
ド
ト
ロ
ニ
ッ

ク
ス
社
製
の
電
極
セ
ッ
ト
（
ロ
の
Ｉ

Ｃ
向
の
望
切
片
の
曰
⑩
）
が
市
販
さ
れ
て

い
る
。

硬
膜
外
腔
に
電
極
を
埋
め
込
む

方
法
は
持
続
硬
膜
外
麻
酔
の
カ
テ

ー
テ
ル
挿
入
法
に
準
ず
る
。
電
極

は
腰
が
弱
く
こ
の
ま
ま
で
は
挿
入

が
困
難
な
の
で
、
予
め
穿
刺
針
か

ら
金
属
性
の
ガ
イ
ド
ワ
イ
ャ
ー
を

通
し
て
電
極
の
通
り
路
を
つ
け
、

つ
い
で
ス
タ
イ
レ
ッ
ト
を
通
し
た

電
極
コ
ー
ド
を
挿
入
す
る
。
皮
膚

上
に
置
い
た
対
極
と
の
間
で
通
電

テ
ス
ト
を
行
い
な
が
ら
硬
膜
外
腔

内
で
の
電
極
の
位
置
を
調
節
す
る
。

最
も
効
果
的
な
と
こ
ろ
で
ス
タ
イ

レ
ッ
ト
を
抜
き
電
極
を
固
定
す
る
。

最
近
は
対
椀
捨
板
を
含
め
電
源
コ

ー
ド
類
を
す
べ
て
皮
下
に
埋
没
す

る
方
法
も
と
ら
れ
る
。

ち
、
か
つ
、
顔
面
け
い
れ
ん
や
痛

み
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
点
に

あ
る
。

そ
の
三
、
ク
ッ
シ
ン
グ
病
や
不

妊
症
な
ど
微
小
下
垂
体
腺
腫
に
伴

う
内
分
泌
機
能
障
害
を
、
経
鼻
手

術
に
よ
り
腺
腫
だ
け
を
摘
出
し
、

正
常
下
垂
体
機
能
を
損
な
わ
ず
に

温
存
で
き
る
。

そ
の
四
、
脳
を
刺
激
し
て
症
状

を
寛
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
も

多
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

主
に
痛
み
に
用
い
ら
れ
、
慢
性
植

え
込
み
電
極
を
脊
髄
腔
内
や
脳
内

深
部
の
一
定
部
位
に
留
置
し
、
痛

い
時
に
は
患
者
自
身
が
適
当
な
電

気
刺
激
を
加
え
、
鎮
痛
効
果
を
得

る
方
法
で
あ
る
。
脳
内
出
血
や
梗

塞
の
あ
と
で
出
現
し
て
く
る
視
床

痛
や
癌
性
痒
痛
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
て
ん
か
ん
や
ア
テ

ト
ー
ゼ
な
ど
の
異
常
運
動
に
も
小

脳
前
葉
刺
激
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
五
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
利
用

し
た
血
管
内
手
術
が
著
し
く
進
歩

し
、
脳
神
経
外
科
の
手
術
や
治
療

に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で

も
カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端
に
取
り
付

け
た
バ
ル
ー
ン
を
、
血
管
内
で
自

由
に
切
り
放
し
留
置
す
る
こ
と
が

出
来
る
離
脱
型
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー

テ
ル
や
、
高
濃
度
の
抗
癌
剤
や
液

体
塞
栓
物
質
の
注
入
が
可
能
な
リ

ー
ク
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
を
利

用
し
、
種
々
の
手
術
困
難
な
疾
患

の
治
療
も
可
能
と
な
っ
て
き
た
。

以
上
、
最
近
多
様
化
し
拡
大
し
て

い
る
機
能
的
脳
外
科
を
紹
介
し
た
。

（
助
教
授
大
神
正
一
郎
）

こ
れ
ま
で
に
癌
性
癌
痛
、
お
よ

び
脳
腫
瘍
摘
除
術
後
の
左
腰
下
肢

有
痛
性
痙
性
麻
痒
の
患
者
２
例
に

施
行
し
有
効
性
が
確
め
ら
れ
た
。

勺
扇
○
両
の
の
効
果
に
も
っ
と
も

重
要
な
鍵
と
な
る
の
は
一
に
も
二

に
も
電
極
の
位
置
で
あ
る
。
痛
み

が
あ
る
部
位
に
限
局
し
て
い
る
と

き
は
当
該
分
節
の
一
分
節
上
、
や

や
広
い
場
合
に
は
数
分
節
上
、
し

か
も
正
中
よ
り
患
側
寄
り
が
よ
い
。

硬
膜
外
腔
を
ガ
イ
ド
ワ
イ
ャ
ー
で

探
る
際
、
硬
膜
外
針
の
言
『
の
一
を

少
し
く
患
側
に
向
け
る
な
ど
挿
入

に
当
っ
て
の
コ
ツ
も
あ
る
。

（
教
授
小
川
秀
道
）

放
射
線
部
は
中
央
診
療
部

門
の
中
で
も
直
接
医
師
と
関

係
し
て
、
重
要
な
医
学
情
報

を
提
供
し
た
り
、
悪
性
腫
瘍

の
治
療
を
す
る
病
院
に
と
っ

て
は
必
要
不
可
欠
の
部
門
で

あ
り
ま
す
。

最
近
の
医
学
の
進
歩
と
共

に
医
学
情
報
は
、
よ
り
精
密

に
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
装

置
も
高
額
化
し
た
事
も
放
射

線
部
門
が
中
央
化
さ
れ
て
い

る
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
思

い
ま
す
。

特
に
比
重
の
大
き
い
の
は

Ｘ
線
診
断
部
門
で
あ
り
ま
す

が
、
一
般
病
院
と
違
っ
て
、

各
疾
患
別
に
部
屋
が
区
別
さ

れ
、
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
の
部

屋
は
患
者
数
に
比
し
て
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

外
来
患
者
さ
ん
を
待
た
せ
る

原
因
に
も
な
る
の
で
す
が
、

こ
の
解
決
に
は
、
各
科
の
先

生
方
が
予
診
を
取
ら
れ
る
段

階
で
撮
影
の
方
に
回
さ
れ
れ

ば
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
行
く

の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま

す
。
事
実
、
朝
の
十
時
半
か

ら
十
二
時
半
ま
で
が
ル
ー
チ

ン
撮
影
の
ピ
ー
ク
に
な
り
、

患
者
さ
ん
が
殺
到
さ
れ
ま
す

と
、
ど
う
し
て
も
待
ち
時
間

が
長
く
な
る
事
は
事
実
で
窕

又
、
冬
は
寒
い
所
で
す
か
ら
、

御
婦
人
の
更
衣
に
時
間
が
か

か
る
の
も
サ
ー
ビ
ス
低
下
の

一
因
で
、
装
置
の
性
能
を
高

め
る
為
、
創
立
当
時
か
ら
ま

だ
巨
大
な
変
圧
器
が
部
屋
の

す
が
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
高

周
波
増
巾
と
言
う
変
圧
方
式

が
開
発
さ
れ
、
大
き
な
変
圧

器
が
無
く
な
る
時
代
と
な
り
、

今
後
は
も
っ
と
待
ち
時
間
が

少
な
く
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
代
の
科
学
の
奇
跡
と

も
言
わ
れ
て
い
る
ｃ
Ｔ
も
今

年
度
は
も
う
一
台
導
入
さ
れ

ま
す
の
で
、
今
ま
で
よ
り
余

裕
を
持
っ
て
患
者
さ
ん
に
対

応
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

核
医
学
部
門
は
目
立
た
な

い
分
野
で
す
が
、
・
人
体
に
害

の
無
い
程
度
の
Ｒ
Ｉ
を
使
用

し
て
、
非
侵
襲
的
に
臓
器
の

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
が
出
来
る
、

病
気
の
診
断
に
は
欠
か
せ
な

い
分
野
で
、
今
年
度
導
入
さ

れ
る
新
し
い
装
置
は
も
っ
と

精
密
に
情
報
を
与
え
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
核
医
学
部
門
内
で
も
、
も

っ
と
目
立
た
な
い
イ
ン
ビ
ト

ロ
部
門
も
重
要
な
分
野
で
、

主
に
血
中
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

や
ホ
ル
モ
ン
の
定
量
測
定
を

し
て
い
ま
す
が
、
測
定
値
が

変
動
し
な
い
様
、
精
度
管
理

に
は
非
常
に
気
を
使
う
所
で

も
あ
り
ま
す
。

放
射
線
治
療
も
悪
性
腫
瘍

に
対
し
て
無
く
て
は
な
ら
な

い
治
療
法
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
利
用
し
、
精
密
な
照
射

計
画
を
立
て
な
が
ら
実
施
さ

れ
て
お
り
、
す
ぐ
に
は
結
果

が
出
ま
せ
ん
が
、
着
実
に
治

療
成
績
を
上
げ
て
い
る
部
門

の
一
つ
で
す
。

大
き
な
部
分
を
占
有
し
、

更
衣
室
を
作
れ
な
い
事

も
原
因
に
な
っ
て
い
ま
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今
後
は
益
々
科
学
の
発
達
と

と
も
に
、
よ
り
複
雑
高
度
な
装

置
が
使
用
さ
れ
る
様
に
な
り
ま

し
ょ
う
が
、
し
か
し
、
ど
れ
ほ

ど
精
密
に
身
体
の
情
報
が
得
ら

れ
て
も
、
そ
れ
を
理
解
す
る
力
、

利
用
す
る
能
力
を
持
た
な
け
れ

ば
折
角
の
高
額
な
装
置
も
生
き

て
こ
な
い
事
に
な
り
ま
す
の
で
、

私
達
も
情
報
に
乗
り
遅
れ
な
い

よ
う
勉
強
し
な
が
ら
患
者
さ
ん

の
役
に
立
つ
様
、
努
力
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
部
内
に
居
て
は

気
が
付
か
な
い
事
も
、
部
外
か

ら
見
れ
ば
色
々
改
良
す
べ
き
事

が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
沢
山
の
御
意
見
を
戴
き
、

●
ヒ
ー
ト
イ
ー
ン
ミ
ン
ユ
Ⅲ
シ
ン

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
構
造
は
、

Ａ
鎖
（
二
一
個
の
ア
ミ
ノ
酸
が

配
列
）
と
Ｂ
鎖
（
同
三
○
個
）

か
ら
出
来
て
お
り
、
ブ
タ
イ
ン

シ
ュ
リ
ン
は
Ｂ
鎖
別
位
の
ア
ミ

ノ
酸
が
ア
ラ
ニ
ン
（
ヒ
ト
は
ス

レ
オ
ニ
ン
）
、
ウ
シ
で
は
こ
れ

に
加
え
Ａ
鎖
８
位
が
ア
ラ
ニ
ン

（
ヒ
ト
は
ス
レ
オ
ニ
ン
）
、
同

皿
位
が
バ
リ
ン
（
ヒ
ト
は
イ
ソ

ロ
イ
シ
ン
）
に
な
っ
て
お
り
、

ヒ
ト
と
動
物
で
は
ア
ミ
ノ
酸
配

列
が
異
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
製
剤

は
ブ
タ
・
ウ
シ
の
膵
臓
を
原
料

と
し
て
お
り
、
高
度
に
精
製
化

が
進
ん
で
既
存
の
モ
ノ
コ
ン
ポ

ー
ネ
ン
ト
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
で
は

そ
の
爽
雑
物
は
□
と
Ｓ
一
％
と
い

【
薬
剤
部
］

新
薬
紹
介
Ⅲ

六
階
東
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
昭
和
五
十
三
年
一
月
、
眼

科
二
十
四
床
、
耳
鼻
咽
喉
科
二

十
三
床
、
計
四
十
七
床
の
混
合

病
棟
で
発
足
し
ま
し
た
。

入
退
院
が
激
し
い
上
に
、
月

火
水
木
曜
日
が
手
術
日
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
診
療
は
両
科
と
も

特
殊
な
医
療
器
械
を
使
用
す
る

た
め
、
Ｎ
Ｓ
に
隣
接
す
る
診
察

室
で
行
わ
れ
、
一
日
中
ど
ち
ら

か
の
科
の
診
察
が
行
わ
れ
て
い

わ
れ
、
ご
く
微
量
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
製
剤
で
も

①
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
抵
抗
性
糖
尿

病
や
、
不
安
定
型
糖
尿
病
が
お

こ
る
、
②
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
注
射

に
よ
る
局
所
ま
た
は
全
身
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
が
あ
る
、
③
イ
ン

シ
ュ
リ
ン
注
射
部
位
に
ア
ト
ロ

フ
ィ
ー
や
ハ
イ
パ
ー
ト
ロ
フ
ィ

ー
が
お
こ
る
ｌ
と
い
っ
た
副
作

用
が
み
ら
れ
、
よ
り
無
抗
原
性

の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
登
場
が
待

た
れ
て
い
ま
し
た
。

最
近
、
ア
ミ
ノ
酸
配
列
が
ヒ

ト
脈
抽
出
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
と
全

く
同
じ
で
あ
る
ヒ
ト
型
イ
ン
シ

ュ
リ
ン
と
し
て
、
①
遺
伝
子
組

み
換
え
技
術
を
応
用
し
た
ヒ
ュ

ー
マ
リ
ン
Ｒ
注
Ｕ
ｌ
側
、
同
Ｕ

ｌ
Ⅲ
、
ヒ
ュ
ー
マ
リ
ン
Ｎ
注
Ｕ

ｌ
側
、
同
Ｕ
ｌ
Ⅷ
と
、
②
ブ
タ

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
か
ら
半
合
成
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
ア
ク
ト
ラ

ピ
ッ
ド
ヒ
ュ
ー
マ
ン
㈹
、
モ
ノ

こ
れ
を
出
来
る
限
り
患
者
さ
ん

の
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
せ
た
い

病
な
ど
全
身
疾
患
か
ら
く
る
眼

症
状
が
圧
倒
的
に
多
い
傾
向
に

あ
り
、
基
礎
疾
患
と
あ
わ
せ
て

心
身
の
総
合
的
看
護
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
も
つ
視

力
障
害
の
程
度
は
日
常
生
活
や

診
療
に
大
き
く
関
与
し
、
環
境

整
備
や
危
険
防
止
に
努
め
る
と

共
に
可
能
な
限
り
の
自
立
へ
の

生
活
指
導
と
、
心
の
こ
も
っ
た

応
対
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

耳
鼻
咽
喉
科
は
、
耳
、
鼻
、

タ
ー
ド
ヒ
ュ
ー
マ
ン
㈹
１
の
六

品
目
が
発
売
さ
れ
、
当
院
で
も

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

化
学
的
・
物
理
的
分
析
で
は
全

く
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
わ
れ
て
お
り
、
製
剤
と
し

て
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
純
度
も
高

く
、
従
来
の
モ
ノ
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
以
上
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
ト
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
の
生
物
活
性
は
従

来
の
精
製
ブ
タ
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

と
同
様
で
、
動
物
実
験
や
健
常

人
に
対
す
る
検
討
で
血
糖
降
下

作
用
や
血
中
免
疫
学
的
活
性
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
濃
度
、
各
種
ホ
ル

モ
ン
反
応
な
ど
に
違
い
が
な
い

と
い
う
成
績
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
ブ
タ
イ
ン
シ
ュ
リ

ン
と
の
比
較
で
は
ヒ
ト
イ
ン
シ

ュ
リ
ン
の
方
が
少
し
吸
収
が
早

く
現
れ
る
反
面
、
作
用
時
間
が

短
い
と
い
う
点
が
み
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
こ

と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
副
技
師
長
高
橋
敬
一
）

る
現
状
で
す
。

眼
科
は
、
殆
ん
ど
が

手
術
適
応
で
す
が
糖
尿

口
腔
、
舌
、
喉
頭
、
咽
頭
、
食

道
、
甲
状
線
、
耳
下
腺
な
ど
診

療
範
囲
が
広
く
複
雑
で
す
が
、

特
に
頭
頚
部
腫
瘍
の
症
例
が
多

れ
ま
で
と
同
様
の
使
い
方
で
よ

い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ヒ
ト

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
製
剤
の
目
的
は

低
免
疫
原
性
に
あ
り
、
イ
ン
シ

ュ
リ
ン
抗
体
と
し
て
は
、
抗
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
行
の
抗
体
な
ら
び

に
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
特
異
性
行
向

抗
体
が
測
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の

う
ち
動
物
種
に
大
き
く
依
存
す

る
と
さ
れ
る
抗
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

行
○
抗
体
に
つ
い
て
は
拠
年
に

因
＆
旨
西
ら
が
報
告
し
て
お
り
、

抗
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
行
⑦
抗
体
の

推
移
を
検
討
し
た
結
果
、
ブ
タ

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
群
に
比
べ
ヒ
ト

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
群
で
そ
の
産
性

が
低
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
特

異
性
行
向
抗
体
は
主
に
純
度
に

依
存
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
現

在
市
販
さ
れ
て
い
る
イ
ン
シ
ュ

リ
ン
は
高
度
に
精
製
さ
れ
て
い

る
た
め
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
特
異

性
荷
向
抗
体
の
出
現
は
少
な
い

者と頑患過向回克手わ時注射〈
例医張者程か復服術た間や線、
の療りのはうへしをるに長療放

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
ヒ
ト
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
に
切
り

換
え
た
場
合
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

特
異
性
行
向
抗
体
の
推
移
を
調

べ
た
結
果
、
そ
の
低
下
が
狐
年

司
四
一
宮
一
芹
ら
に
よ
り
認
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

臨
床
成
績
で
み
ま
す
と
、
ヒ

ュ
ー
マ
リ
ン
で
は
イ
ン
シ
ュ
リ

ン
ア
レ
ル
ギ
ー
症
例
に
対
し
、

切
り
換
え
る
こ
と
に
よ
り
四
○

％
の
症
例
で
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

が
完
全
に
消
失
し
、
更
に
約
四

○
％
の
症
例
は
軽
快
す
る
と
い

う
成
績
が
得
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
五
三
％
の
症
例
で
は
リ
ポ
ア

ト
ロ
フ
ィ
ー
状
態
の
改
善
が
得

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
半

合
成
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
に
つ
い
て

も
そ
う
し
た
成
績
は
同
様
で
、

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
症

例
二
五
例
に
対
す
る
検
討
で
は

治
療
開
始
後
二
週
間
以
内
で
十

一
症
例
に
症
状
消
失
、
二
八
週

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
家
族
の
協
力

が
も
っ
と
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

喉
頭
摘
出
に
よ
る
発
声
機
能

の
喪
失
に
対
し
て
、
北
鈴
会
の

発
声
教
室
を
積
極
的
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
る
人

工
発
声
方
法
の
習
得
に
導
い
て

い
ま
す
。

頭
頚
部
腫
瘍
術
後
患
者
さ
ん

の
食
事
の
経
口
摂
取
は
社
会
復

帰
に
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
現

在
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
障
害
さ

れ
た
機
能
を
分
析
検
討
し
、
食

事
形
態
、
摂
取
方
法
、
容
器
の

工
夫
、
舌
運
動
、
開
口
練
習
な

ど
細
部
に
わ
た
る
長
期
間
の
援

助
が
重
要
で
、
研
究
を
重
ね
て

い
ま
す
が
、
特
に
、
食
事
形
態

に
お
い
て
は
給
食
部
門
に
絶
大

な
る
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
婦
長
以
下
十
七
名
の

看
護
職
員
が
ベ
ッ
ト
稼
働
と
共

に
フ
ル
回
転
で
す
が
、
視
力
障

害
や
構
音
障
害
、
音
声
の
喪
失
、

え
ん
下
障
害
な
ど
の
患
者
さ
ん

と
の
出
会
い
は
、
看
護
者
と
し

て
の
基
本
的
姿
勢
を
見
直
す
機

会
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
、
高
度
な
専
門
的
医
療
に

た
ち
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら

に
よ
い
看
護
ケ
ア
ー
が
提
供
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。（
看
護
婦
長
高
橋
陽
子
）

ま
で
に
八
例
の
症
状
消
失
が
得

ら
れ
、
三
例
が
軽
減
す
る
と
い

う
成
績
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
ヒ
ト
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

に
全
く
抗
原
性
が
な
い
か
と
い

う
と
、
そ
う
で
は
な
く
ご
く
弱

い
な
が
ら
も
抗
体
を
生
ず
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
使
用

さ
れ
て
は
じ
め
て
わ
か
っ
た
こ

と
で
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
は
膵
臓
の
Ｂ
細
胞

か
ら
微
量
に
分
泌
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
通
常
で
は
イ
ン
シ
ュ

リ
ン
が
存
在
し
な
い
部
位
に
注

射
す
る
た
め
と
か
、
あ
る
い
は

製
剤
保
存
中
の
変
質
な
ど
が
考

え
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
一
つ

の
研
究
課
題
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

（
薬
品
情
報
室
長
藤
田
育
志
）
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日
本
航
空
の
機
長
が
逆
噴
射

事
故
を
起
こ
し
て
か
ら
間
も
な

く
、
新
聞
に
「
燃
え
尽
き
症
候

群
」
と
い
う
言
葉
が
載
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
「
燃
え
尽
き
」

る
と
い
う
表
現
は
、
精
根
尽
き

果
て
た
と
い
う
も
の
悲
し
い
響

き
を
も
っ
て
お
り
、
蝋
燭
の
最

後
の
炎
が
音
も
な
く
消
え
て
、

再
び
燃
え
上
が
る
こ
と
は
決
し

て
な
い
の
と
同
じ
様
な
生
涯
を

終
え
る
人
が
居
る
と
す
れ
ば
、

現
代
社
会
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ

の
精
神
保
健
と
い
う
観
点
か
ら

見
逃
す
訳
に
は
い
か
な
い
重
要

な
問
題
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
燃
え
尽
き
症
候

群
」
と
は
ど
ん
な
症
候
群
な
の

か
、
実
は
私
に
も
よ
く
分
か
ら

な
い
。
精
神
的
に
病
気
な
の
か
、

あ
る
い
は
単
に
現
代
人
特
有
の

精
神
的
不
健
康
を
意
味
す
る
程

度
の
も
の
な
の
か
、
そ
の
正
体

は
単
純
で
は
な
い
。
そ
れ
で
い

て
、
直
感
的
に
は
「
な
る
ほ
ど
」

と
納
得
で
き
そ
う
な
症
候
群
で

も
あ
る
。

あ
る
本
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ

カ
で
は
最
初
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ

ー
カ
ー
と
ナ
ー
ス
が
こ
の
症
候

群
に
陥
り
や
す
い
こ
と
か
ら
注

目
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
あ
ら

ゆ
る
職
業
の
人
々
の
間
で
増
加

し
つ
つ
あ
り
、
「
仕
事
負
け
」

と
い
う
現
代
病
の
一
種
で
あ
る

と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

要
す
る
に
「
心
身
の
極
度
の
疲

弊
状
態
」
で
あ
っ
て
、
仕
事
に

対
す
る
拒
否
的
傾
向
、
無
関
心

な
ど
の
た
め
に
仕
事
に
耐
え
ら

れ
な
く
な
る
状
態
を
指
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
自
己

嫌
悪
と
後
ろ
め
た
さ
（
罪
業
感
）

が
加
わ
っ
て
く
れ
ば
、
本
格
的

な
「
燃
え
尽
き
症
候
群
」
で
あ

る
と
い
う
。

管
理
社
会
と
か
競
争
社
会
と

か
呼
ば
れ
る
現
代
社
会
で
は
、

公
務
員
も
民
間
企
業
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
も
学
生
も
、
皆
一
様
に

「
燃
え
尽
き
症
候
群
」
と
隣
り
合

わ
せ
の
生
活
に
明
け
暮
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
日
曜
返
上
型
の

職
場
人
間
や
大
学
合
格
を
目
指

し
て
し
の
ぎ
を
削
る
受
験
生
た

ち
な
ど
は
、
す
で
に
こ
の
症
候

群
の
門
口
に
一
歩
足
を
踏
み
入

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

政
府
は
、
近
い
将
来
国
民
の

休
日
を
現
在
よ
り
十
日
程
増
や

し
、
週
休
二
日
制
を
促
進
し
、

有
給
休
暇
を
充
分
消
化
さ
せ
る

な
ど
し
て
、
年
間
の
労
働
時
間

を
大
幅
に
短
縮
す
る
方
針
で
あ

る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
に
し
た

と
こ
ろ
で
「
燃
え
尽
き
」
る
人

た
ち
が
減
少
す
る
か
ど
う
か
疑

問
で
は
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、

管
理
社
会
で
あ
ろ
う
と
競
争
社

会
で
あ
ろ
う
と
、
日
本
人
は
平

均
八
十
歳
ま
で
生
き
ぬ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
思
え
ば
過
酷
な
時
代
に

生
ま
れ
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、

現
代
社
会
で
は
人
口
一
○
○
万

人
当
た
り
一
○
○
人
以
上
の
精

神
科
医
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由

が
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
。

（
編
集
委
員
長
宮
岸
勉
）

昭
和
六
十
一
年
度

「
病
院
ニ
ュ
ー
ス
』

編
集
委
員

委
員
長
宮
岸
教
授

（
精
神
科
神
経
科
）

委
員
清
水
講
師

（
第
一
内
科
）

長
講
師

〃

（
小
児
科
）

〃
安
藤
講
師

（
整
形
外
科
）

〃
信
岡
技
師
長

（
検
査
部
）

〃
阿
久
津
副
部
長

（
薬
剤
部
）

〃
増
岡
副
部
長

（
看
護
部
）

〃
西
村
課
長
補
佐

（
庶
務
課
）

鈴
木
課
長
補
佐

〃

（
医
事
課
）

入院患者数

入院数 退院数
在院患者数

(文部省方式）

１日平均

入院数
稼働率

外来患者数

初診

初来院 初診 計
再診 合計

１日平均
患者数

月 人 人 人 人 ％ 人 人 人 人 人 実日数人

４ 386 392 15,176 506 84.3 913 １，１９９ ２，１１２ 1１．３０４ 1３．４１６ 25日536.6

５ 394 371 1５，６５３ 505 84.2 919 １，２３２ ２，１５１ 1１．０４８ 1３，１９９ ２５日528.0

６ 328 350 1５．４８０ 516 86.0 847 １，１３３ 1，９８０ 1０．９７３ 1２．９５３ ２５日５１８．０

７ 448 429 1６．２３６ 524 8７．３ 1,050 １，６８１ ２．７３１ 1２，７４１ 1５，４７２ 27日573.0

８ 402 417 1５．７１１ 507 8４．５ １，００６ １，６２５ ２，６３１ 1２．２９３ 1４，９２４ ２７日552.7

９ 381 369 15,247 508 84.7 775 1,484 ２，２５９ 11,330 13,589 23日590.8

1０ 405 411 1５，８１３ 510 85.0 783 １，４８３ ２，２６６ 1２，５４４ １４，８１０ 26日569.6

1１ 357 377 1４，９１４ 497 82.9 740 １．４９４ ２，２３４ 1１，７３７ 1３，９７１ ２４日582.1

1２ 348 424 1５，０４７ 485 80.9 656 １，３２５ １，９８１ 1２，０６４ 1４，０４５ ２４日585.2

１ 452 347 1５，０５９ 486 8１．０ 856 １．４３２ ２，２８８ 1１，３１８ 1３，６０６ ２３日５９１．６

２ 365 352 1４，６０８ 522 87.0 739 １，３６５ ２，１０４ 11,142 13,246 23日575.9

３ 365 410 1５．８６２ 512 85.3 850 １，６８９ ２，５３９ 1２，０９０ 1４，６２９ 25日585.2

計 ４，６３１ ４，６４９ 184,806 506 8４．４ 1０，１３４ 17.142 2７，２７６ 140,584 167,860 297日565.2


